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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 従来の遺伝子導入ベクターでは困難であった導入DNAサイズに制限が無く、かつ宿主染色
体の破壊やランダム挿入（位置効果）の危険性を取り除いた新規マウス人工染色体（MAC）
ベクターを構築してきた。本研究は、このMACベクターの安定性および子孫伝達率等を検討
した。MACベクターをヒト細胞に導入すると長期間にわたり安定して保持されていた。また、
MACベクター導入マウス（トランスクロモソミックマウス）では、導入コピー数に依存した
遺伝子発現が認められただけでなく、臓器、性別、世代，週齢や遺伝的背景の影響を受け
ずに安定保持され、子孫へ伝達されることを明らかにした。本論文は、複数遺伝子間の相
互作用や遺伝子クラスターの機能解析あるいはヒト型疾患モデルマウス作製等に関わる新
たな遺伝子導入ベクターの技術を向上させるものであり、明らかに遺伝子医療の基礎研究
分野において学術水準を高めたものと認める。 
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